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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本申請研究の目的は円偏光発光(CPL)を利用して、ヒトテロメア末端で形成されるDNA四重鎖の超

分子構造変化をリアルタイムに追跡することである。具体的にはグアニン四量体に相互作用した

超分子発光プローブ(レポート分子)の円偏光発光(CPL)を測定する。この円偏光発光は発光プロ

ーブがキラルな超分子構造であるグアニン四量体と相互作用することで誘起される。本年度は

DNA四重鎖の超分子構造変化をリアルタイムに追跡するためのプローブ開発を行なった。具体的

には、亜鉛イオンと相互作用することで４量体を形成するカルバゾール誘導体の水溶化を試みた

。同時にキラル物質と相互作用することで大きな左右円偏光強度差を生じることが知られている

ユーロピウム錯体にも着目し、DNA四重鎖と相互作用するユーロピウム錯体の合成を行なった。

DNAとの相互作用部位としてビピリジン誘導体を、水溶性部位としてグリコール酸を有するユー

ロピウム錯体を分子設計し合成を行なった。その結果、このユーロピウム錯体が水系溶媒に対し

て高い溶解性を有し、水系溶媒中において高い発光量子収率を示すことを明らかにした。また円

偏光発光(CPL)を測定する円偏光発光顕微鏡についても改良を行なった。具体的には溶液中での

DNA四重鎖のダイナミックな反応過程を追跡するために、円偏光発光顕微鏡にマイクロ流路系を

組み合わせた測定系を構築している。この装置系の有用性を確かめるために有機溶媒中における

キラルユーロピウム錯体の生成過程の追跡を行なっている。 
 

 

 

 

 

 

                                            

 

10. キーワード 

(1)   プローブ         (2)       タンパク         (3)          構造変化       (4)         変性               

(5)   時間分解              (6)        CPL              (7)        キラリティー     (8)       希土類錯体                



 

 

11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分）②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
円偏光を測定できる円偏光顕微分光システムが既に完成しているので、得られた希土類標識タンパクを効率良く測

定することが出来る。一方で上述のように、DNA 四重鎖と相互作用するプローブの水溶化が課題となる。 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
上述のように、希土類錯体の水溶化が今後の大きな課題となる。その解決策として希土類の配位子として水溶性配

位子(グリコール酸)を含む錯体やπ系分子に水溶性置換基を有するプローブを分子設計し、システマテックに合成評

価を行なう。 
 

 
13.研究発表（平成２３年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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15. 備考 
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